
（特記事項）

-3,836,182

2,430,000

29,529,420

116,182

計 3,836,182

人件費 1,970,799 指定管理料

　・光熱水費 　・修繕料

　・手数料 　・委託料

差引 -3,836,182

令和３年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表 

１　施設の概要

　施設名称 ながわ山彩館
所管課
TEL

農政課
内線１６１３

　所在地 松本市奈川２１２０番地１ 設置年月 平成７年４月

　施設設置目的 市民の交流と特産物の開発を通じ、農林業及び地域の活性化を図る。

　施設概要・設備
加工実習室：５室　１３７㎡　研究室：１室　１０３㎡　多目的スペース：７９㎡
トイレ、倉庫、更衣室：２１０㎡

　指定管理者名（選定方式） 株式会社　ふるさと奈川（公募）

　指定期間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日（５か年）

加工施設利用者数

　指定管理者の
　主な業務

差引

１　センターの利用の許可に関する業務
２　施設及び設備の維持管理に関する業務
３　前２号に掲げるもののほか、ながわ山彩館の運営に関する事務のうち市長のみの権限に
　属する事務を除く

　利用料金制の導入 　あり　　利用料金制委託料併用方式

　施設の利用状況

利用区分等

売店施設利用者数

（特記事項）

0

3,720,000

一般管理費 3,675,597

計51,245,155

土地賃借料

自主事業費

人件費

利用料収入

指定管理者収支（令和３年度）

令和２年度決算

金額 項目 金額

1,400,000

項目 金額

3,720,000 指定管理料

1,929,196

3,720,000

計 3,836,182

項目

指定管理料

項目 金額

利用料収入

3,720,000

事業費 2,721,800

【内訳】

土地賃借料 116,182

計 36,120,000 計

指定管理料

計 0

事業収支
（単位：円）

損益 1,438,780 2,734,335

計 48,510,820

10,460,842

32,403,582

支出
(歳出)

収入
(歳入)

自主事業費

34,681,220 計

雑収入ほか 42,099

売上原価

31,000,000

（使用料）

市の収支

令和３年度決算年度計画額 収支実績額

（使用料）

自主事業収入 自主事業収入 45,553,860

利用目標

15,000人

1,300人

利用実績

31,420人

1,604人

対前年比（％）

113.4%

101.8%

209.5%

対目標比（％）

123.4%



２　市（所管課）による評価
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（０．０）

高いレベルで実施されており、高く評価できる。

事業計画書（提案書）どおり適切に実施されており、問題は見られない。

事業計画書（提案書）どおり概ね実施されていたが、一部に不適切な部分が確認され、改善に向け対応中または対応済みである。

不適切な部分が確認されたので、改善を指示したが、未対応または改善の見込みがなく、指定管理者の取り消しを含め検討する必要がある。

2 経理担当が本施設専用の会計帳簿により適切な収支管理を行っており、情報公開、監査請求に対処できる内容となっている。

管理方法については、責任者が管理を行っており、個人情報等に十分配慮されていて問題はない。

緊急連絡網や緊急時のマニュアルが整備されており、問題はない。

労働条件モニタリングチェック項目により確認したところ、業務従事者の適正な労働条件は確保されている。

公平性が確保されており、利用者等が有利または不利にならない管理運営がされている。

施設内に潜在するリスクの洗い出しを行い、利用者の事故を防止するための対策が講じられている。

B

B

B

B

B

B

災害時や緊急時等に適切な対応がとれる体制となっているか

個人情報等や業務上知り得た秘密の保護について、書類・電子データ等のセキュリティ対策を講じているか

指定管理者の責に帰すべき事由による損害賠償等のリスクに対応しているか

情報公開や監査請求を理解し、適切な対応を行っているか

評　価　項　目

2

4

利用者アンケート等を適切に実施し、苦情や要望、意見等に適切に対応しているか

セルフモニタリングが適切に行われているか

2

2

5

3

エネルギー削減等の具体的な目標を定め、その達成に向けて取り組んでいるか

2

3

5経費節減や業務効率化に取り組んでいるか

支出総額は事業計画書の範囲内か、又事業計画とおり収入が確保できたか（又は、利用者を確保できたか）

年間の事業量が適切に実行されているか

3

5

3

5

4

3

地域の住民や団体等との連携に積極的に取り組んでいるか

利用者の利便性や満足度を高めるため、具体的な方策を講じているか

障がい者、子ども、高齢者等の利用に配慮した管理がなされているか

施設の利用率の向上に努めているか

2

配点

4

市が示す設置目的及び施設運営方針を理解し、仕様書に示した業務を適切に行っているか

市や関係団体等と緊密に連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか

合理的な理由なく利用者を制限や優遇するなど、市民の平等な利用を妨げていないか

労働関係法令等を遵守し、業務従事者の正当な労働条件を確保しているか 2

2

2

2

事業仕様書のとおり適切に事業が実施されている。

３人体制による内容確認や会計事務所による月１の確認を行うなど、適切な収支経理に努めている。

B職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか

働き方改革に積極的に取り組んでいるか

B

B

B

B

B

職員体制や配置人員は適切であるか

3 B

事故防止等の安全対策は明確で、職員の教育・訓練は実施されているか

管理区域、業務範囲について的確に把握し、適切に管理運営を行っているか

2

会計処理の基準等に基づき、適正に事務処理が行われているか

施設の設置目的を把握し、施設の効用を最大限に発揮する事業運営を行っているか

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか

業務の第三者委託の範囲、委託先は適切に実施されているか

B

実績報告書及び事業報告書も適切に作成され、期限までに提出されており問題はない。

安全講習の実施や緊急連絡網の整備など、緊急時の対応が徹底されいる。市とも連絡を密にしており、問題はない。

日常の巡回、清掃が適切に行われており、業務範囲について的確に把握されている。また仕様書のとおり適切に管理が行われている。

設置目的、管理運営業務等が計画に基づき十分に把握され、適切に計画が履行・遵守されている。

当該施設管理運営をサポート・バックアップする体制はあるか

業務報告や事業報告を適切に作成し、期限までに報告されているか

2

2

B4

　指定管理者の事業計画書(提案書）の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点検・評価するものです。

　評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点検並びに立入検査（随時）等によるものです。

Ｄ

B

評価

B

現場責任者が適切に配置されており、指揮系統や責任権限などが明確になっている。

定期的な会議の中で、業務の効率化等について改善に向けた話し合いが行われている。

独自の現場研修を行うなど、職員の意識向上に努めている。

設置目的、管理運営業務等が計画に基づき十分に把握され、適切に計画が履行・遵守されている。

合併浄化槽、消防設備保守点検業務について、第三者との契約書等を確認した結果、適切に実施されている。

必要な人員が配置されており、管理運営上適切な職員体制である。

地元農家や団体等と連携を図り、責任を持って管理運営されている。市との連携も取れている。

大項目

管理運営

団体の概要
B

B

B

3

中項目

団体の経営状況は良好であり、経営の安定性を欠く点はないか

Ａ

　　　　　　　　　　　評　　　価　　　の　　　基　　　準

Ｂ

Ｃ

小計

（１．０）

（０．７）

（０．５）

64.2

財務モニタリングチェック項目により分析した結果、経営状況に問題となる点は見当たらず健全な経営が行われている。

近隣には、当該施設のほかに管理施設があるため、応援・連絡体制が確立されている。

メンテナンスの徹底や節電により、経費削減や業務の効率化に努めている。

新型コロナウイルスの影響を受け厳しい状況ではあったが、施設利用者数及び販売額は昨年度を上回った。

実績報告から、適切にセルフモニタリングや自己評価が行われていることが確認でき、問題はない。

こまめな節電や電灯のＬＥＤ化など、積極的にエネルギー使用量削減の取組を行っている。

評価の根拠

利用者からの意見・要望・苦情等を反映させ、サービス向上や利用者満足度の向上に努めている。

高齢者の利用が特に多いため、利用しやすい環境・接遇に努めている。

アンケート用紙を食堂に配置し、利用者の意見や要望等を業務に反映させており、評価できる。

B

B

A

B

B

B

地域内外の山菜・野菜・特産品等の委託販売や、地域の文化祭や観光協会と連携した蕎麦祭りなど、地域と連携した取り組みを積極的に行っている。

ホームページのリニューアルやＥＣショップの開設など、施設利用促進のために取り組んでおり、評価できる。
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経費削減・業務効率化

事業報告及び決算
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市民の平等利用

職員の労働条件

個人情報保護

情報公開

危機管理対策

業務内容

地域との連携

利用促進

苦情・要望等への対応

障がい者等への配慮

環境への配慮

組織・体制

経理及び
事務処理等

利用者サービス向上

セルフモニタリング



３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

、

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容）

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり
調査結果

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

（０．５）

（０．７）

（１．０）Ａ

Ｂ

利用者からの意見
要望・苦情等

・地元農産物を用いた商品開発、また九州のグリーンコープさんへそば粉の販売、九州
屋へ農産物の販売を行い、県内外に奈川のアピール、地域の活性化に努めました。
・コロナ禍においてもお客様に安心して利用していただけるよう、換気・清掃・共用部
分の消毒等コロナウイルス感染拡大防止に努めました。
・アフターコロナを見据えて、山彩館のホームページのリニューアル、ＥＣショップの
開設に努めました。
・コロナ対策として売店、食堂の仕切りを明確にすることで、今まで分かりづらかった
食堂利用の流れの改善に努めました。

・テラス席、外観の整理を行いコロナ禍でも安心して利用できる店づくり。
・テイクアウトメニューを増やし、気軽に立ち寄りのできる店づくり。
・ＥＣサイトを活用し、旬の農産物や奈川オリジナル商品がお届けできるよう努めま
す。

要望・苦情への
対応状況

令和３年度の
自己評価

今後の目標

別紙のとおり

             総　合　評　価　　（４段階評価）　の　基　準

45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

45点以上60点未満

判断結果

【自主事業を実施している場合の評価】
　地元農産物を使用した商品の開発や、県内外へ奈川のＰＲを行うなど様々な取り組みがみられた。施
設利用者のアンケート結果にも、地元の野菜を使ったメニューを増やしてほしいとの要望があるため、
今後も地元農産物を使用したメニューの開発や提供に取り組んでほしい。
　ホームページのリニューアルやＥＣショップの開設、施設内のレイアウトの見直しなど、アフターコ
ロナを見据えた利用者数の増加に向けた取り組みがみられ評価できる。

【総合的な評価】
　直売所の利用者は観光客が大半を占めているため、昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの影響を
受け厳しい状況ではあったが、昨年度よりも施設利用者数及び売上額が増加するなど回復傾向もみられ
た。
　今後も地域の発展のために、地域特性を活かした多彩なイベントの実施や、奈川の魅力の発信などに
取り組み、地域の核となるような施設づくりを期待する。

Ｄ （０．２）

60点以上75点未満
「良好」

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

「要改善」
※「不可」

評価

合計点数

71.2

適　正

配点

B

「適正」

7

10

※「不可」の場合は、指定管理者の取消処分を含め、早急な改善対応の検討が必要



３　利用者による評価

調査結果

１　回答数　　１５名

２　居住地
　　松本市内　　２名
　　長野県内　　４名
　　関東～東海　７名
　　中京～関西　２名

３　利用回数
　　１回　　　　５名
　　３～５回　　２名
　　６回以上　　８名

利用者からの意見
要望・苦情等

・地の野菜のメニューを増やしてほしい。
・今のサービスのまま続けてください。
・ピザ用のタバスコがあると嬉しい。
・松茸おにぎりおいしかったです。
・そばにコシがあり美味しい。小鉢も嬉しい。
・生そば販売が嬉しい。
・そば湯の容器を紙コップではなく湯呑を置いてほしい。
・週末だけでも気まぐれランチの復活希望。
・つけそば（とうじ風）ができたのが良い。
・かき揚げ上手に揚がっていました。

【別紙】

利用者アンケート
実施時期 直売所営業期間中（令和３年４月～令和３年１１月）
調査対象 ながわ山彩館利用者
調査方法 アンケート用紙への回答


